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　次 に文献 4 で の結果は

　　（d） Toda方程式

逆散乱法 で 使 う Flaschka方程式 を満す g （n ）（n は 格子 の 番号 ）と相互 作用戸 田解 Pi（n ）と の

関係 が

　　　　厂
ε （n ） cca （7b）9i （n ）90i（n ＋ 1 ）

こ の a （n ）は Flaschka方程式 の 係数 。

　尚 Vi （n ）， 哈 （n ）等 の 具体的な関数形 は文 献 5 に説 明 して あ ります 。

§3　 むすび

　 さ しあた り 4 種 の 方程式 に つ い て 説明 した が ， こ の や D方 は他 の 方 程式 へ も適用 可能 で あ り，

順次発表 予定 で す 。

　又 ，以上 は無限 区間 の 話 で あ る が， AKNS 的 な逆 散乱 法 の 使 え な い 周期的 境界条件 の 時

に ど うな る か は 大変興 味 の あ る 問題 で あ る 。
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とな るか ら， 戸 田格子 で ある こ と は明 ら か で あろ う。

　　　・
・
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σ 冓

とす る とき， metric を一
α ； β； 1 と とれ ば，　 x は時間，　 y は 連続空 間を表す こ と にな る か ら

（1｝は 二 次元戸 田格子 ， α ＝β＝− 1 と とれ ば x7 　y は 連続空 間 を表わ して （1）は三 次元 static 戸

田格子 とな る 。
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（但 し ， こ れ は必 要条件 ）

　　とこ ろ で ， 整合条件の うち   を決め る方程式 （5）は
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即 ち戸 田格子 に 他な らない ．4／　こ の gn を用 い る と
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とな る か ら， 線形化 の 為 の 整合条件は   と（8｝，（9）で あ る 。 以上 の こ とを言 い 換 る と多次元戸

田格子 〔2｝の 1 つ の解 gn が与 え られ た と き，　 un ， vn を〔8｝， （9｝と して fnに対す る線形方程式
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と与 えられ る 。 そ こ で 線形方程式 （10）をと い て そ の 解 fnが （11），　q2）を満たせ ば fnは 〔2）の 新た な

解 で あ る 、 こ れ は Backlund 変換 （BT ）に他な らな い
。 （g。 は BT に よ っ て 九 を生成する 。 ）
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［2 ］以上 の 結果 を一
般 の 場合 に拡張す る 事 を考 える 。円筒対 称の 揚 合は線形 方程式 を と い た

　　上 で す べ て の n に対 し て Recurrence　 Formulae を check しな けれ ば な らなか っ た。以下 で は ，

　　 ある 特別 な一点 n で Recurrence　 Formulae を満 た す様 に し て と い た 線 形 方程 式 の す べ て の

　　解は ， すべ て 多次元戸 田格子 の 解 で ある こ とを示 す ．
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点で Recurrence　 Formulae を満た

す様 に決 め て や っ た す べ て の 解は任 意の n に つ い て Recurrence　 Fermulae を満たす か ら ， 多

次元戸 田格子 の 新た な解で あ る．

Ref ．1 ）斎藤 ， 瀧澤 ， 武野 ：物性研究 45 − 1 （1985 − 10 ）12．

　　　　　　　　　Spherical　Boussinesq　Equation と

　　　　　　　　　　　 Classical　 Boussinesq 　 Equation の 関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 広大 ・工 広 田 良 吾

Spherical　Boussinesq　equation
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